
「教育データ利活用のステップ（β版）2.0」の概要
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３. 何を用いて（データ利活用の実装手法・システム）

III. データ利活用のステップ
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２. データ利活用の方法を決める
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４. データ利活用のシステムを決める
５. データを活用する
６. 効果や課題を確認し、ネクストアクションを検討する

IV. データ利活用の際に気を付ける点

V. 用語集

別添資料
１. 教育データ利活用のユースケース集
２. データ項目一覧
３. 教育データ利活用に向けたシステム利用状況調査

資料構成

資料活用

イメージ

教育データ利活用の方針検討から導入・効果検証まで

の一連の流れ（ステップ）や留意点、情報整理の仕方

等について、検討を進める上での参考とする

想定して

いる読者

教育データの利活用に取り組みたいと考えており、何が

できるのか/何から始めればよいのか/どのように進めるの

か、といった課題感を抱えている教育委員会担当者 教育データ利活用の類型

データ利活用の在り方を、

①目的

②活用方法

③システム実装手法

の3つの観点から類型化

資料イメージ

（別添資料）

各ステップ詳細

教育データ利活用の各段階の

手順やポイントを解説

ステップに関する全体像

教育データ利活用のための

ステップ全体像を提示

# データ区分 データ種別 データ項目 データの取得頻度/タイミ

ング

データ取得方法例

学習データ

を活用した

授業改善

学習・生

活データを

活用した個

別支援

学習・生

活面の自

律的な振

り返り・改

善

行政データ

の横断的

な活用によ

る児童生

徒への支

援

学校内外

のデータを

活用した不

登校児童

生徒への

支援

教育委員

会から学

校への支

援

学校の働

き方改革

の推進

エビデンスを

踏まえた教

育施策の

立案・実

行・改善

1 基本情報 児童生徒の基本情報 氏名 入学時 校務支援システムに登録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 基本情報 児童生徒の基本情報 生年月日/学年 入学時 校務支援システムに登録 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 基本情報 児童生徒の基本情報 性別 入学時 校務支援システムに登録 〇

4 基本情報 児童生徒の基本情報 住所 入学時 校務支援システムに登録 〇

5 基本情報 世帯情報 世帯主氏名 出生・転入時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

6 基本情報 世帯情報 住所 出生・転入時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

7 基本情報 世帯構成員の情報 氏名 出生・転入時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

8 基本情報 世帯構成員の情報 性別 出生・転入時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

9 基本情報 世帯構成員の情報 生年月日 出生・転入時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

10 基本情報 世帯構成員の情報 続柄 出生・転入時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

11 基本情報 教職員の基本情報 氏名 採用時 人事管理システムに登録 〇

12 基本情報 教職員の基本情報 生年月日/年齢 採用時 人事管理システムに登録 〇

13 基本情報 教職員の基本情報 教職経験年数 採用時 人事管理システムに登録 〇

14 学習データ 学力（知識・技能 / 思考・判断・表現力） 通知表の内容 1回/学期 校務支援システムに記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 学習データ 学力（知識・技能 / 思考・判断・表現力） 単元・定期テスト結果 テスト実施時 校務支援システムに記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 学習データ 学力（知識・技能 / 思考・判断・表現力） パフォーマンステスト結果 単元修了時 校務支援システムに記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 学習データ 学力（知識・技能 / 思考・判断・表現力） デジタル教材上の正答率 単元修了時 デジタル教材使用時に自動的に記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 学習データ 学力（知識・技能 / 思考・判断・表現力） 全国や自治体独自の学力・学習状況調査で測る学 1回～/年 学力・学習状況調査に回答 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 学習データ 学力（学びに向かう力・人間性） 学習意欲 1回～/年 学力・学習状況調査（全国/自治体独自）

やアンケート（自治体/学校独自）に回答

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 学習データ 学習方法・学習過程 （児童生徒の自己評価による）学習方略 1回～/年 学力・学習状況調査（全国/自治体独自）

やアンケート（自治体/学校独自）に回答

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

21 学習データ 学習方法・学習過程 学習計画 授業前後 校務支援システムに記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

22 学習データ 学習方法・学習過程 授業中の発話 授業時 授業中に録音・録画 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 学習データ 学習方法・学習過程 授業中のアウトプット 授業時 デジタル教材に記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

24 学習データ 学習方法・学習過程 授業の振り返り 授業時 デジタル教材に記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

25 学習データ 学習方法・学習過程 授業満足度アンケート 1回～/学期 学力・学習状況調査（全国/自治体独自）

やアンケート（自治体/学校独自）に回答

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

26 学習データ 学習方法・学習過程 デジタル教材の取組状況 1回～/日 デジタル教材使用時に自動的に記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

27 学習データ 学習方法・学習過程 配信授業への参加状況 1回～/日 オンライン会議ツール参加時やデジタル教材使 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

28 学習データ 学習方法・学習過程 学習指導要領コード 1回/年 文部科学省Webサイトより入手 〇

29 生活データ 学校生活の状況 学校・学級満足度 1回～/学期 アンケート（自治体/学校独自）に回答 〇 〇 〇 〇 〇 〇

30 生活データ 生活指導の記録 教職員の所見・対応の記録 1回～/日 校務支援システムに記録 〇 〇 〇 〇 〇

31 生活データ 生活の記録 出欠の記録 1回/日 校務支援システムに記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇

32 生活データ 生活の記録 健康観察結果 1回～/日 アンケート（自治体/学校独自）に回答 〇 〇 〇 〇 〇 〇

33 生活データ 生活の記録 生活習慣の記録 1回～/日 アンケート（自治体/学校独自）に回答 〇 〇 〇 〇 〇 〇

34 生活データ 生活の記録 保健室来室の記録 1回～/日 校務支援システムに記録 〇 〇 〇 〇 〇 〇

35 福祉データ 児童生徒の健康情報 乳幼児健診の記録 健診実施時 自治体内の子ども支援他部署が当該部署の 〇

36 福祉データ 児童生徒の健康情報 健診アンケート（3か月児、1歳6か月児、3歳児等） 健診実施時 自治体内の子ども支援他部署が当該部署の 〇

37 福祉データ 児童生徒の健康情報 予防接種の記録 予防接種実施時 自治体内の子ども支援他部署が当該部署の 〇

38 福祉データ 児童生徒の健康情報 歯科健診結果（1歳6か月児、3歳児等） 健診実施時 自治体内の子ども支援他部署が当該部署の 〇

39 福祉データ 世帯構成員の障害情報 身体障害者手帳情報 手帳取得時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

40 福祉データ 世帯構成員の障害情報 療育手帳情報 手帳取得時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

41 福祉データ 世帯構成員の障害情報 精神障害者保健福祉手帳情報 手帳取得時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

42 福祉データ 世帯の子育て情報 子育て支援利用状況 サービス利用時 自治体内の子ども支援他部署が当該部署の 〇

43 福祉データ 世帯の子育て情報 保育園、幼稚園の利用状況 入学時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

44 福祉データ 世帯の社会経済情報 給与所得 転入・就職時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

45 福祉データ 世帯の社会経済情報 児童扶養手当の受給状況 受給時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

46 福祉データ 世帯の社会経済情報 生活保護の受給状況 受給時 自治体内の基幹業務システムに記録 〇

47 学校状況デー 学校評価 学校評価の結果 1回～/学期 アンケート（自治体/学校独自）に回答 〇 〇

48 学校状況デー 学校評価 学校リソース配置状況（支援員の配置人数、ICT整 1回～/学期 教育委員会内の記録を参照 〇 〇

49 学校状況デー 学校評価 学校の施策実施状況（教育委員会が推進する取組 1回～/学期 アンケート（自治体/学校独自）に回答 〇 〇

50 教員の心身の 教職員の健康情報 抑うつ傾向 1回～/年 アンケート（自治体/学校独自）に回答 〇

51 教員の心身の 教職員の健康情報 主観的幸福感 1回～/年 アンケート（自治体/学校独自）に回答 〇

52 教員の心身の 教職員の健康情報 専門性向上に向けた学びの質・量 1回～/年 アンケート（自治体/学校独自）に回答 〇

53 教員の心身の 教職員の健康情報 働きがい 1回～/年 アンケート（自治体/学校独自）に回答 〇

54 在校等時間に 時間情報 在校等時間 1回～/日 アプリや勤怠管理システムに記録 〇

55 在校等時間に 背景情報 超過勤務理由 1回～/日 アプリや勤怠管理システムに記録 〇

対応ユースケース

データ項目一覧

◼ ユースケース別に、

よく活用されるデータを一覧化

ユースケース集

◼ 具体的な場面に

おけるデータ利活用

方法や効果を整理

◼ データの活用フローを

関係者ごとに整理

初版（令和6年8月公開）からの主な更新内容

⚫ 教育データ利活用の類型を示した上で、「何のために（目的）」「どのように（方法）」「何を用いて（実装手法）」の3観点で解説

⚫ 一連の取り組みプロセスがより分かりやすくなるよう、目的設定や現場での活用定着に関する事項を中心に、記載内容を充実

⚫ 実際の取り組みイメージが分かりやすくなるよう、本編中に事例紹介を含めたほか、別添のユースケース集でも先行事例を紹介

⚫ 既に教育データの利活用を進めている自治体にとっても参考となるよう、効果検証の取り組み方についても解説を追加
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